
平成２２年県民健康・栄養調査 

身 体 状 況 調 査 票 
 
地区番号      ―   
 
市郡番号  
  
世帯番号   
  
世帯員番号   
 
性別 １ 男  ２ 女 
  
年齢   (平成 22 年 11 月 1 日現在)

 

 
（４）運動の状況（２０歳以上） 

 １ 健康上の理由で運動が出来ない 
       ２ 上記以外の理由で運動が出来ない 
       ３ 運動の習慣有り 
 

 

 

 
（３に回答した方） 

（a）１週間の運動日数     日 
 

（b）運動を行う日の平均運動時間 
 
 

（c）運動の強さ 
１ 高強度（かなり息の乱れる運動） 
２ 中強度（少し息の乱れる運動） 
３ 低強度（あまり息の乱れない運動） 

 

保健所 

（１）身長（６歳以上）     
．

 
 
 
ｃｍ 

 

（２）体重（６歳以上）    
 
 
．

 
 
 
ｋｇ 

  
（３）腹囲（６歳以上） 
  （へその高さ） 

   
 
 
．

 
 
 
ｃｍ 

 

 
 

 
 

 
時間

 
 

 
 

 
分 

 

裏面の測定方法をご確認
のうえ、同封のメジャー
で測定してください。 

｢運動の習慣有り｣とは、現在継続的に次の３項目全てに該当する場合のことです。
・運動実施頻度として、週２日以上 
・運動継続時間として、３０分以上 
・運動の継続期間として、１年以上 

仕事や家事で体を動かしている場合は、ここでいう｢運動｣には該当しません。 

運動の強さについて
は、裏面を参考に記
載してください。 

８　調査票様式等

 （１）身体状況調査票
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腹囲（おなか周り）の測定に御協力をお願いします! 

  

 
 

運動の強さについては、下の表を参考にしてください。 

 
強度 内容 具体例 

高強度 身体的にきついと感じるよう

な、かなり息が乱れる運動 

ジョギング、バスケットボール、エアロビク

ス、サッカー、テニス、水泳、山登り 

中強度 身体的にやや負担がかかり、

少し息が乱れる運動 

ウォーキング、ゴルフ、卓球、ダンス、野球、

ゆっくり泳ぐ、水中ウォーキング、バレーボ

ール 

低強度 中強度より弱い運動で、あま

り息が乱れない運動 

散歩、ストレッチ、体操、太極拳、ゲートボ

ール、グランドゴルフ 

※強度の異なる複数の運動を行っている場合には、30 分以上継続して行う運動のうち、

毎週行う最も強い強度の運動を選び、その運動について記載してください。 
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平成２２年県民健康・栄養調査 
 

栄 養 摂 取 状 況 調 査 票 
 
 
 

地区番号      ―   

 

市郡番号  

  

世帯番号   

 
 
 

保健所              
 
 
                                      調査員氏名            
 
                   確認者氏名            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

千 葉 県 
 

 （２）栄養摂取状況調査票
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